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「原
発
ゼ

ロ
を
実
現
す

る
政
治

に
」

「福
島
を
忘
れ
な
い

３

・
９
全

国
集
会
～
市
民
と
野
党
の
共
同
で

原
発
ゼ

ロ
ヘ
」
は
二
月
九
日
、
東

京
の
上
野
恩
賜
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
開
か
れ
、
千
三
百
人

（主
催

者
発
表
）
が
参
加
し
た
。
原
発
を

な
く
す
全
国
連
絡
会
が
主
催
し
た
。

開
会
あ
い
さ

つ
で
小
田
川
義
和

全
労
連
議
長
は
、
原
発
固
執
は
亡

国
政
治
と
批
判
。
福
島
切
り
捨
て

や
国
と
東
電
の
責
任
逃
れ
を
許
さ

ず
、

「原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案
制
定

を
求
め
る
運
動
を
広
げ
、
原
発
ゼ

口
を
実
現
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

山
崎
拓
、
岩
淵
友
の
両
日
本
共

産
党
参
院
議
員
が
激
励
あ
い
さ
つ
。

原
発
ゼ

ロ
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
連
盟
幹
事
の
三
上
元
氏

（脱
原

発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
世
話
人
、

元
湖
西
市
長
）
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

チ
。
村
上
達
也
元
東
海
村
村
長
も

ス
ピ
ー
チ
。
首
都
圏
反
原
発
連
合

の
ミ
サ
オ

・
レ
ツ
ド
ウ
ル
フ
さ
ん

と
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
の
井
上
年
弘
さ
ん
が
連
帯
あ
い

さ

つ
。

3011集会に参加 した福島県の代表団

レ一
地
檜
葉
町

プ
の避
野
芭

棚「打婦町

銘
人
は
バ
ラ

集

○

「事
故
八
年
」
の
福
島
か
ら
の
報
告

含
喜
Ｕ

Ｏ
中
需鼓
断
鼎
天
至
漿
警
口
原
発
め
ぐ
る
議
論
拒
否
の
詭
弁

（三
面
）

○
新
潟
県
の
広
域
避
難
計
画
　
実
効
性
に
大
き
な
課
題

（五
面
）

バ
ラ
に
な
り
、
祖
父
を
避
難
先
で

亡
く
す
。
福
島
を
忘
れ
た
い
と
長

野
県
の
大
学
で
学
ぶ
。
し
か
し
、

何
か
し
な
け
れ
ば
と
福
島
に
戻
り
、

原
発
な
く
す
運
動
を
し
て
い
る
。

「原
発
を
な
く
す
こ
と
が
私
た
ち

の
苦
悩
を
取
り
払
う

一
歩
に
な
る
」

と
被
災
の
経
験
を
語

っ
た
。

茨
城
県
、
大
阪
府
か
ら
の
代
表

が

「各
地
の
発
言
」
。
最
後
に
、

福
島
県
か
ら
の
参
加
者
が
壇
上
に

上
が
り

（写
真
参
照
）
、

「集
会

ア
ピ
ー
ル
」
を
提
案

・
採
択
。

集
会
後
、
参
加
者
は
、
会
場
―

天
神
下
―
上
野
御
徒
町
―
御
徒
町

駅
―
台
東
四
丁
目
―

（き
ら
ば
し

銀
行
御
徒
町
支
店
左
折
）
―
西
町

公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、

「原
発
い
ら
な
い
！
」

「原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案
の
審
議
を
行
え
！
」

な
ど
と
、
ビ
ル
の
人
び
と
や
通
行

人
た
ち
に
訴
え
た
。

美

墨

畢

＊
同
時
＝
十
月
二
十
六
日
↑
↓

ム

＊
目
時
＝
十
月
二
十
七
日
曾
じ

●
福
島
原
発
事
故
に

対
し
て
、
安
倍
政
権

は
加
害
責
任
を
認
め

て
い
な
い
。
被
災
者

対
策
、
事
故
収
東
対

策
に
真
摯
に
向
き
合
わ
ず
、
原

発
再
稼
働
、
原
発
輸
出
の
暴
走

を
続
け
た
●
そ
の
原
発
再
稼
働

も
現
実
に
は
九
基
に
と
ど
ま
る
。

原
発
輸
出
は
、
日
立
の
英
国
で

の
建
設
計
画
凍
結
決
定
で
日
本

の
原
発
輸
出
は
総
崩
れ
と
な

っ

た
。
こ
の
現
実
は
、
世
界
で
も

日
本
で
も

「原
発
ビ
ジ
ネ

ス
は

通
用
し
な
い
」
こ
と
を
示
す
。

そ
れ
で
も
、
安
倍
政
権
は
い
ま

な
お
原
発
に
固
執
す
る
●
安
倍

政
権
の
無
責
任
さ
は
半
端
な
い
。

日
本
の
原
発
開
発
は
廃
棄
物
責

任
を
と
ら
な
い
ま
ま
、
原
子
力

災
害

の
損
害
賠
償
の
保
障
も
な

い
ま
ま

「見
切
り
発
車
」
し
た
。

こ
れ
は
他
の
産
業
で
は
見
ら
れ

な
い
。
安
倍
政
権
の
無
責
任
さ

は
原
発
開
発
の
当
初
か
ら
の
悪

伝
統
に
輪
を
か
け
た
も
の
●
原

発
固
執
の
亡
国
の
道
は
こ
れ
以

上
は
ご
免
で
あ
る
。
統

一
地
方

選
、
参
院
選
で
、
安
倍
自
公
政

権
に
鉄
槌
を
下
す
以
外
に
な
い
。


